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塩類過剰なのかは，内頚静脈を指で触れてみる 1指 CVPと腸雑音などによって決定できる ζ とを
臨床家は認識し，もっとベッドサイドで応用できる方法を駆使すべきであろう．
もう 1つの問題点は生体の体内リズムを考慮した投与法を選択することである．経管栄養法でも













しかし，経管栄養法の最大の欠点、は下痢の問題である ζとは今も変らない L 下痢の原因としてはp
特に入院患者で日光に当らない患者ではぺラグラによる下痢が忘れられている その対策としては，
①乳糖無添加にするとと，②消化酵素添加による吸収率の向上，③抗生物質の大量投与による腸内
細菌の変化には非病源性の乳酸菌投与や食物繊維を与えるとと，④短腸症候群における下痢は胆汁
が直ちに大腸に到達するととが原因と考えられ，胆汁を吸収する高繊維療法により防止されるなど，
経管栄養法の成功，不成功は大腸が正常か否かによって大いに異なり，腸運動を促進させ，腸の粘
膜を肥大させるととにより早期の適応を期待するととも忘れてはならない
